
庁舎整備の基本的な考え方について
　

現
在
、市
役
所
機
能
は
、上
下
水
道
部
と
教

育
委
員
会
が
甲
南
庁
舎
、そ
の
他
の
部
局
が

水
口
庁
舎
で
、そ
れ
ぞ
れ
業
務
を
行
う
分
庁

舎
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、水
口
庁

舎
は
築
後
４８
年
を
迎
え
る
本
館
な
ど
老
朽
化

が
激
し
い
上
に
、事
務
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な

く
、市
民
の
皆
さ
ん
が
相
談
に
訪
れ
た
際
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
も
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。ま
た
甲
南
庁
舎
は
、一
定
の
耐
震
性
を
備
え

て
い
る
も
の
の
防
災
拠
点
と
し
て
は
耐
震
安

全
性
が
不
充
分
で
あ
り
、加
え
て
庁
舎
機
能
の

全
て
を
満
た
す
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、両
庁
舎
の
あ
り
方
が
焦
点

と
な
り
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
で
は
、水
口
庁
舎
付
近
に
は
国

や
県
の
行
政
機
関
が
あ
り
、隣
接
の
あ
い
こ
う

か
市
民
ホ
ー
ル
と
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
が
災

害
時
の
陸
上
輸
送
拠
点
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、現
在
の
水
口
庁
舎
の
敷
地
や

庁
舎
を
活
用
し
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、全
て
の
機
能
を
一
体
化

す
る
こ
と
で
、日
常
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

上
で
も
利
便
性
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、大

規
模
災
害
時
に
も
対
策
本
部
と
し
て
機
能
し

や
す
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
庁
舎
整
備
事
業
は
、必
要
と
な
る

財
源
の
95
％
を
償
還
元
金
と
利
子
の
70
％
が

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
合

併
特
例
債
の
有
効
活
用
に
よ
り
、市
の
実
質

的
な
負
担
軽
減（
事
業
費
の
お
お
む
ね
3
分

の
1
程
度
に
軽
減
）を
図
る
と
と
も
に
、合
併

特
例
債
制
度
の
期
限
で
あ
る
平
成
31
年
度
ま

で
の
で
き
る
だ
け
早
期
の
完
成
を
目
指
し
、近

い
将
来
に
発
生
が
予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
な
ど
へ
の
備
え
を
急
ぎ
、市
民
の
皆

様
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い

き
ま
す
。

　市では、市役所本庁舎のあり方について、有識者や市民団
体代表者らの委員で構成する庁舎改修整備検討委員会の結
果をもとに、平成24年3月に策定した『甲賀市庁舎改修整備
基本構想』に基づき、昨年度、様々な検討を加えて庁舎整備の
方向性を整理してきました。平成25年度からは、議会での議
論を重ねていただく中で市民の皆様のご意見をお聴きし、基
本設計の策定を進めていきます。

庁
舎
改
修
整
備

基
本
構
想

庁
舎
整
備
事
業
の

財
源

　

水
口
庁
舎
の
機
能
お
よ
び
甲
南
庁
舎
の
利

活
用
の
方
向
性
を
定
め
る
た
め
、昨
年
度
、甲

南
庁
舎
本
館
の
耐
震
性
能
等
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。そ
の
結
果
、耐
震
性
に
お
い
て
は
、一

般
官
公
庁
施
設
の
耐
震
安
全
性
の
基
準
で
あ

る
Ｉ
ｓ
値
０
・
６
以
上
に
わ
ず
か
に
及
ば
な
い

箇
所
が
１
階
、２
階
の
一
部
に
あ
っ
た
も
の
の
、

お
お
む
ね
基
準
を
満
た
し
、震
度
６
強
の
地

震
に
お
い
て
倒
壊
は
免
れ
人
命
等
の
安
全
性

の
確
保
は
図
れ
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
が
、防

災
拠
点
と
し
て
の
基
準
で
あ
る
Ｉ
ｓ
値
０
・
９

以
上
は
満
た
し
て
お
ら
ず
、大
規
模
地
震
の

発
生
時
に
お
け
る
災
害
対
応
や
業
務
継
続
に

大
き
な
課
題
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、甲
南
庁
舎
の

耐
震
補
強
等
に
必
要
な
概
算
工
事
費（
左
表

参
照
）を
算
出
し
た
上
で
、甲
南
庁
舎
の
利
活

用
と
水
口
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
総
合
的
に

検
討
し
、３
月
の
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、「
現

水
口
庁
舎
に
本
庁
機
能
を
一
元
化
し
、甲
南
庁

舎
に
は
甲
南
地
域
の
市
の
出
先
機
関
を
で
き

る
限
り
集
約
す
る
と
と
も
に
、関
係
者
の
ご

理
解
を
得
な
が
ら
、老
朽
化
し
た
市
有
施
設

に
入
居
さ
れ
て
い
る
公
共
的
団
体
の
事
務
所

ス
ペ
ー
ス
や
市
民
へ
の
開
放
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

有
効
に
活
用
す
る
。（
左
表
中
Ａ
案
）」と
し
た

市
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

水
口
庁
舎
は
、防
災
拠
点
と
し
て
の
高
度

な
機
能
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、組
織
運

営
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
、本
庁
機
能
を

統
合
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。ま
た
、甲
南
庁
舎
は
甲
南
地
域

の
核
と
な
る
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、市
の
中

核
的
な
施
設
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、必
要
な

耐
震
補
強
や
改
修
を
行
い
、利
便
性
を
高
め

つ
つ
親
し
み
や
す
い
市
民
窓
口
と
す
る
ほ
か
、

市
内
に
点
在
す
る
老
朽
化
し
た
市
有
施
設
を

可
能
な
範
囲
で
整
理
・
集
約
し
、多
様
な
市
民

等
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
で
、活
発
な
市
民

活
動
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
も
の
で
す
。

甲
南
庁
舎
の

耐
震
性
能
等
調
査
結
果
と

庁
舎
整
備
の
考
え
方

　

今
後
は
、こ
の
考
え
方
を
も
と
に
基
本
設
計

を
進
め
る
過
程
で
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
伺
い
、具
体
的
な
規
模
、機
能
、事

業
費
な
ど
を
決
定
い
た
し
ま
す
。ま
た
、老
朽

化
が
著
し
い
旧
支
所
の
甲
賀
大
原
・
信
楽
の

両
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
改
築
や

改
修
に
向
け
て
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▶
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
備
え
る
と
と
も
に
、市
民
サ
ー
ビ

　

ス
向
上
に
む
け
、本
庁
機
能
を
統
合
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

　

整
備
さ
れ
る
水
口
庁
舎

▶
利
便
性
を
高
め
、親
し
み
や
す
い
市
民
窓
口
へ
、ま
た
市
民
活
動

　

の
場
と
し
て
の
活
用
を
め
ざ
す
甲
南
庁
舎

（参考）新庁舎及び甲南庁舎における利用形態及び整備費等比較検討表（参考）新庁舎及び甲南庁舎における利用形態及び整備費等比較検討表

比 較 案

甲

南

庁

舎

【 Ａ 案 】 【 Ｂ 案 】 【 Ｃ 案 】

検 討 条 件

利 用 形 態

① 耐震補強工事

② 改 修 工 事

概算工事費計（※１）（①＋②）

・ 甲南第一地域市民センター
・ 甲南地域包括支援センター
・ 一般開放スペース
・ 公共的団体への貸し出しスペース

・ 上下水道部
・ 甲南第一地域市民センター
・ 甲南地域包括支援センター

・ 上下水道部
・ 教育委員会事務局
・ 甲南第一地域市民センター

・ Ｋプレス設置　１６ヶ所

 
（概算工事費）　　　　１．０億円 

・ Ｋプレス設置　２６ヶ所
・ ＲＣ壁設置　　　７ヶ所

（概算工事費）　　　　２．１億円

・ 免震工法
 

（概算工事費）　　　１８．２億円

【本庁機能を有しない利用方法】
・ 老朽化した電気機械設備等の改修
・ 一般開放用各フロア間仕切り工事

（概算工事費）　　　　２．８億円

【本庁舎機能を有する利用方法】
・ 老朽化した電気機械設備等の改修
・ 耐震、水害対策工事
・ 仮設庁舎工事

（概算工事費）　　　　６．３億円

【本庁舎機能を有する利用方法】
・ 老朽化した電気機械設備等の改修
・ 耐震、水害対策工事
・ 仮設庁舎工事

（概算工事費）　　　　６．３億円

３．８億円 ８．４億円 ２４．５億円

６２．４億円 ５７．９億円 ５０．８億円

５９．３億円 ５５．０億円 ４８．３億円

新庁舎建設事業費（※２）

うち財源となる
合併特例債（※３）

合 計 事 業 費

備 考 ―

６６．２億円 ６６．３億円 ７５．３億円

各種公共的団体等に貸している既存
施設の改修費が別途必要。

各種公共的団体等に貸している既存
施設の改修費が別途必要。

概算工事費
専門家の積算業務により算定されたおおむねの工事費です。
新庁舎建設事業費
他市の庁舎建設事例からの推定であり、基本設計を進める中でできる
だけ低く抑えることができるよう精査し、事業費を算定していきます。
合併特例債
市債（借入金）の一種で、合併後の市の振興や旧町間の格差をなくすた
めの事業に活用できるものです。事業費の９５％を借り入れることがで
き、毎年度分割して返済する際、利息を含めた返済金の70％が国から
の地方交付税でカバーされる制度です。

※１：

※２：

※３：

※4：

参考：

Ｉｓ値（構造耐震指標）
耐震診断により、建物の耐震性能を表す指標であり、Ｉｓ値０．６以上で新耐震基準相
当の耐震性能を満たすとされています。文部科学省は学校施設のＩｓ値を０．７以上
に補強するよう求めています。また、大規模地震発生時に災害対策本部機能を果た
すとともに、業務継続を図るには、Ｉｓ値０．９以上の確保が必要と考えられています。
　【震度６強程度の規模の地震に対するＩｓ値の評価】
　　０．６以上　　　　　地震の震動や衝撃に対し、倒壊または崩壊する危険性が低い。
　　０．３以上０．６未満　地震の震動や衝撃に対し、倒壊または崩壊する危険性がある。
　　０．３未満　　　　　地震の震動や衝撃に対し、倒壊または崩壊する危険性が高い。
新耐震基準
建築基準法の中で、建築物の敷地・設備・構造・用途についてその最低基準を定め
たもので、昭和５６年の改正を受け設定された耐震基準。

Ｉｓ値（※４）を０．７５以上とする耐震補
強工事を実施し、地域市民センター業
務等を行い、空フロアは一般開放施設
として利用する方法

Ｉｓ値（※４）を０．９以上とする耐震補強
工事を実施し、本庁機能を有する庁舎
として利用する方法

免震工法による庁舎改修工事を実施
し、本庁機能を有する庁舎として利用
する方法

庁舎整備室　☎65 - 0661／ 　63 - 4561
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